『石にひしがれた雑草』小考―『クロイツェル・ソナタ』（トルストイ）を手掛かりに― by 吉田, 俊彦
『石にひしがれ
た雑草」は、大正七年四月、雑誌「太閣」に発
表された
作品である。I'H有烏は、概して表図のつけ方の拙い作家
であった」と評したのは本多秋五氏で
ある
が、この表題の「石」
と「雑草」に重い意味がこめられ
ている
ことは確かである。小坂
注2)
晋氏は本多氏の見解を批判的に捉え、〈
云I
にひしがれ
た雑草」
の
「石」と 、社会、環税 いうより 寧ろ、有島の営う「迎命」
「性格」、換言すれば、「人閥以上に悪戯好きで巧妙な自然」云・能」であり、「雑草」は「陥穿を作って
生き
る人OO」（この場合
は特に主人公）と言っ
てよい〉という解釈
をな
され
ている
f
異様
な存在感をもって作中に息づく「僕」の「病的」さがや
M
子の娼婦
的限性に注目しながら、小坂氏の解釈を発展的に捉
えな
おそうと
する
時、佐々木箔章氏咄位「僕」の
M
子に向けられた苛虐的本能
が、
M
子の本
能にぶつかりはね返り、「僕」の本能を自虐的に変
質させてしまう〉ことになり、〈「石」（本能）
に「
ひしがれた
はじめに ー『
クロイツェル
ソ
ナタ』
雑草」は、「僕」と
M
子の二人だともいえる〉とされ
る見解、あ唸
るいは、文脈的意味を蛍視された大里恭三郎氏の「石」
〈凍
った憎悪〉・〈陳った性欲〉・〈凍った復讐
心〉
など、Aの閉ざ
された惜念を表わす比稼」
であり、
「雑草」は「
M
子の本能をさ
している」とされる解釈視点は、煎要な手掛りとして
見落せな
い。一
5ー
この小論では、「石にひしがれた雑草
」の形象過程に見られろ
一
rクロイツェル・ソナタ』との対応要素を整理しながら、有島固有の気質的特徴と認識志向に見合う表図の象徴的意味を考察してみたい。本多秋五氏屯1r石にひしがれた雑草
J
(大正七）は、「或る
女』の手のこんだヴァリエーシ’ン」であるとされ、石坂痰平宛の也簡で明されている『或る女』の思想が、「石にひしがれた雑草』には
江Pぃっそう明瞭に現はれてゐる」ことを指摘されている。
《あなた屯女性
が男性の奴隷であるといふ事実をお認めになり
（ト
ルストイ）
石にひしがれた雑草
』小考
形象モチ・フと『クロイツェル・ソナタ」
吉
田
を手掛りにー—’
俊
彦
9,
ませんか。
（略）4凹物も男性から奪はれ
た女性
は男性に対して
その
存在を認めら
るヽ為めに女性の唯一の宝な
る貞採を売らね
ばなりま
せんでした。
生殖に必要であろ以上の姪欲の誘引を以
て男
性を
自分に繋がねばなりませんで
した。
然しこの不自然な
妥協は如何して女性の本能の中し剪性に対する憎悪を醸さないでゐ
られませう。
男女の争闘はこヽから生れ出ます。洞時に女
臼
性はまだ女性本来の本能を
捨てる事が
出来ません。即ら男子に
囮
対すろ純真な愛若です。
この二つの矛屈した本能が上になり下
になり相剋して るのが今 女性の悲しい述命です。》（大正8.10.19·
石坂養平宛苔簡、
傍線引用者）
有島がこの書簡で表白していろ女性観
は、
「クロイツェル・ソ
ナタ」の
主人公・ポズドヌイシェフの女性銀と殆ど異なるところ
がない。
傍線部9の「女性が男性の奴録である」
という見解は、
「女性
を解放し、
男と対
等の
あらゆる椛利を与えてはいる
ものの、
依然と
して女を快楽の辺具として眺め」(14)ろ状況
下では、「
女
は市場で売られろ奴源 (
8)に等しいとするポズドヌイシェフ
の考えに対応しており、
傍線部⇔の女性
が自己の存在性を主張す
るために 、
「女性の
唯一の宝なる貞操を売」り、
「生殖に必要
であ 以上の姪欲の誘引」を働かせるという判
断は、
女性は「肉
体を釣りたて」「男の性欲に働きかけ、
性欲を通して男を」
「支
配」(9)しようとしているというポ
ズドヌイシェフの見方に薗
なり合っている。
そし
て、
傍線部白の女性の「
男性に対する沿悪」
は、
ポズドヌイシェフの妻が結婚後の三、四日目頃から見
せる
面g
「憎謡に
もひと
しい敵意」（12）に面結す
「苛立ち」、
ろも
のである。
このように、
有局の書簡内容には、
「クロイツェル・ソナク」
と鮮やかに照応すろ女性認徴が認められ
るのであろが、
有島固有
の認盟的特徴も見落せない。
それは傍線部
四の「男性に対すろ純
真な愛沿」
と傍線部
g
の「
二つの矛盾した本能」の「相剋
J
であ
ろが、
この特徴には、
性的情動に対する有島固有の対応姿勢が関
迎していろの
であり、
これは、
ポズドヌイシェフが「理想の一致
とか、
精神的同化とかにもとづく愛」
（2）を否定するに至る過
程とrリビングストン伝」の四版序（大正8.3.20)の内容とを対
応させて
みろ時、
自ら明らかになっ
てく
ろ。
第一は独身時代の有島の特徴であるが、
これは「肉体的関係を
もった女に すろ道袈的関係から自己を解放する」「放過」(3
)
を「手柄とみ
なしてい」
（同）
るポ．スドヌイシェフ
とは異なり
、
「窒貞を守り通した」「極瑞な一種の潔癖性」
（
「
リビングスト
ン伝」四版序、
以下四版序と略記）を挙げること
ができる。
もっ
とも、
「常に」「肉体
の要求に打ち負」（同）けて「実際に婦人
を犯さな」（同）．いが、「心の中では常に婦人を犯してゐた
」（同）
という迷いに注目する時
これは「何か甘芙9存在としての」「あ
りとあらゆろ」「女の裸」(4)に
「苦しみ、
神に祈りながら、
堕落しつづけていた
」（同）少年時のポズドヌイシェフの迷いと
しみ」
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•それほど異なるものではないが、
窟貞を守り通した潔欝性は、
や
はり、
ポズドヌイシェフには見
られない有島固有の特徴と言えよ
う。
この特徴はトルストイと同質のリアリズム手法を
生かす冷徹
な認識眼を持ち合わせな
がらも、
時折、
それに甘美9浪浸的感性
を感傷的に割り込ませる誘因に っていると見てよかろう。
第二は婚約期における有島の特徴
である。
これ
は「性欲を浄化
し」「純粋な霊 な考へをする
」（四版序）
心惜の中に見出すこ
と
ができろ。
この
心情は「愛が肉体的なものでなく、精神的なもの」
(10)と理解し、
婚約者を「天使」（同）として思い描くことの
でき
ろポズドヌイシェフの心情と照応している。
第三は結婚後の生活に見られる有島の特徴である。
これは「子
孫を設けろ為めに、祭壇に棒げ物をするやうな心持」（四版序）をもって「夫婦の交り」（同）をせず、
「天下晴れて肉の楽しみ
を漁」（同）りながら、
「純霊的といふやうな言菜の内容の空虚
と虚偽」（同） 味わい
、
そして
、「神聖な教会へは出席すろ事
が出来」（同）ないままに、
「人妻に思ひを寄せるゃうな乱雑な
心」（同）にまでなっていく
荒廃状況を中心に整理す ことがで
きる。
この荒廃状況は「ハネムーンを美しく作りあげようと努め
ても」「終始」「公認」(12)された「淫癌」（同）に眈り、やがては嫉妬や憎悪や不安の感情を増幅させて くポズドヌイシェフの地獄的生活に対応するも である。
この対応部に認め
られる有島固有の特徴は、
ポズドヌイシェフ
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が具体的な夫婦関係の中から
、人間一般の本質的問題として、
生
活意讃や感情を支配する性
的情動や社会的背景を刷出し、
地獄的
生を克服する新た 生
の方向を冷徹
に認識化してい
くのに対し、
旧来の倫理的観念の枠組みから逸脱する自己の性的情動をあるがまま
の取実として受けとめながら、
旧来の倫理的枠組みに拘束さ
れない「自分を主にする生活」（四
版序）へ
の出発決意を固める
意気込みを挙げることができ 。
ところで、
『石にひしがれた雑草
J
の甚本的構想は、中村白葉
より入手し
た「一人
の男がい
てあろ女
と婚約していた。所がその
男が洋行中、
女は他の男と恋に陥った。
最初の男が洋行から術る
と女は凡てを白状 た。
男は慇懃にそれを許し
て結婚した。
而し
て心に不断の嫉妬を秘めながらその女に親切の限りを尽した。
女
は肺病になった。
而して死んだ3(『石にひしがれた雑草
J
付記）
という
材料に負うものであるが、
人間関係、
状況設定、
起伏心理、
発生串件、
認識帰結などの具象化作業が、
有島自身の手に成るも
のであること 言うまでも
ない。
「一人の男がいてあろ女と婚約
していた」という素材が、
『石にひしがれた雑草』の発嬬部にお
けろ劇的要素として具象化さ
れていく過程―つを
取りあげてみて
も、
有島独自の形象モチーフに支えられた性格設定を見出すこと
がで
きるの
である。
「不思諮に男
の羨望と嫉妬とを
挑発する事に
妙を得」てい
ろM子の盤惑的な娼婦性とか、
そのM子の「欠点な
り
、
悪意なり、
不貞操なりがそのま＞
に
」「誘惑」となる「僕」
形象要素とrクロイツェル・
ソナタ」
の二
病
的
」さがなどは、
「自分を主にする生活」
出発決意を固める有烏が、
自分自身の様々な弱点を見定めるため
に必要な性格設定であったと見て
よかろう
。
ここで、
「石にひし
がれた雑草」の主要な形象要素に見られるrクロイツェル・ソナタ」との照応OO係に注目してみたい。
（四版序）への
第一は
M
子に疑惑を抱く原因となった紙片の筆跡を確認するた
めの方策を立てる「僕」が、
嫉妬に狂う本心を隠し、
加蘇との交
際の復活を
M
子に申し出る時の理念的涌理を踏まえた対人姿勢と、
嫉妬や不安に苦
しみながらも
、
トルハチェフスキーの訪問を鷹揚
に受け入れるポズドヌイシェフの応待姿努と 照応関係である。
《M子、
僕はあなたを露ほど
も疑ふのがもういやだ。
（略）僕
．．．．．． 
はもう誰とも閉
堅を設けてはゐられなくなった。
そねんだり疑
•••
..••••
•• •• 
ったりするのは苦しい
事だ。
人間が全く下等になつてしまふ。
••
•••
•••
•••
••••.•••••••
•••
•• 
あなたも心がき
まつてさへゐたら加藤君と交際したつて、
いヽ
••
• 
だらう。交際するのを恐ろしがる
やうで
は却つて僕に不安を残
す（略）》（傍点引用者）ポズドヌイシェフは「エレガントで、
魅力的で、
男心を騒がせ
る
ほど美し」(21)い妻と な外貌や新鮮
さ、
そして
．何よりも、
疑う余地のない豊か
な音楽の才能」（同）を持つトル
ハチエフスキーが、
合奏を通して接近することに嫉妬心を抱きな
がらも、
トルハチェフスキーに対し、
「いんぎんなばかりか、
愛
想のいい態度をと」（同）り、
次のB昭Bの会食と要との合奏を
約束させるのであるが、
彼の「本意に反し」（同）て、
このよう
な事態に至らしめる「何かの力」（同）を復轡心と策略に図き換える時、
加藤との交際の復活を
M
子に申し出る「僕」の、
理念的
道理で纏める英辞匝句が生まれてくるのである。
ポ．スドヌイシェ
フの欺謀的生活姿勢が、
分別を超えた淡白な反射的行為であろの
に対し、
「僕」の欺謀的生活姿勢が探慮に支えられた粘質な策賂
的行為になってい 特徴は見逃
がせない。
第二は紙片の筆跡が加藤のものであることを確認した「僕」が、
復響を果すために、
M子を加藤や美少年に接
近させる状況設定及
び「OO」の際限のない嫉妬妄想と、
ポズドヌイシェフの要とトル
ハチェフスキーの密会状況 設定及びポズドヌイ．シェフの際限のない嫉妬妄想との照応関係である。
《三人の間の交際が度頂なる
と、
僕は屡々君等二人を残したま
Aで座を外したものだ。僕は他の部屋にたった独りゐて、
君等
••••••
••••••
•••••
••••••••• 
の間に取り交はされる眼と眼との会話や、
物の受け渡しをする
••••••
•••••.
••••••
•••
•••••• 
時触れ合ふ指と指との私語を眼
で見るより
も明かに想像してゐ
．．．．．．．．．．．．．．． 
た。
さうして思ふ存分僕の嫉妬に油を注ぐ事を楽しんだ。》
（傍点引用者）ポズドヌイシェフはトルハチェフスキー 妻 接近する状況
を、
「本意に反し」(21)て用意はしても、
二人だけを残して座
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を外すことはないのであろが、
トルハチェフスキーが自分の留守
中に訪れている
状況に遠遇し、
ピアノの音が「二人の睦言や、ひ
よっとしたらキスの音をかきけすために、
わざと愧らされていろ
らしい」（同）という憶測 広げるポズドヌイシェフの嫉妬妄想は、
「僕」の嫉妬妄想と全く同質のものであろ。
�
性的欲望の充足衝動で妻を支配しつづけ、
結局はへ
「性欲に拗
｀きかけ、
性欲を通して男
を」「支配し」(9)ようとする要の報
復を受けなければならないポズドヌイシ
ェフは、
自尊心の毀損す
る怖れ 憎悪の感情と攻撃的言勁に変容させ、
それを衷に正面か
ら直情的にぶつ ていくのであろが、
これに対して
ng
」は、自
尊心の毀損する怖れを混かな愛の対話や優しい抱擁力に擬装化し、報復行為を背面から策略的に冨ねていくのであろ。自分の「嫉妬に油を注ぐ事 楽し」む自虐 異常性まで覗かせ 「炭」はボズドヌイシェフが外に向かって直情的に発散させるような反射的情動を内部に欝屈させ、
内向的に処理しようとしていろという
外はない。
このような「僕」の性格設定には、
諸種の問題を内省
的に突き詰めながら分裂し、
直情的に決断を下し得ない有島自身
の因循姑息な気質的特徴が投影しているものと考えら
れろ。
第三はM子に淫湖な娼婦性
を復活させようとする「僕」の方策
に働いている人閻認識と、
性的欲望を通して男性に報復しようと
する女性
の駁性的背景を分析するポズドヌイシェフの人間認誰
と
の照応関係である。
·­
e
．臼ー
《贅沢な生活、
精神的な養分の枯渇
有らゆる淫靡な膳立て、
C虚偽の常習、
そんなものがよってた
かつ
てその頃のM子を立
派な娼婦に仕立てあげてくれた。》（傍線引用者）傍線部⇔の「淫靡な膳立て」は
、「M
子を厳しく自分に約りつけ」
ようとする「僕」の「欲念」やM子自身の胸中に働く間罪意識から解放し、
加藤や美少年との自由な交際のもとで、
生来の娼婦性
を蘇生させる「腿立て」である。
これによって
「日昭日」
の「教
会」参りや「寝 前」に 型書」を
読むことを
日課としていたM
子の
生活姿勢は、
「家庭の和楽」を顕う気配りとともに崩壊し、
M子は傍線部日の「精神的な痰分の枯渇 と傍線部曰の「虚偽の常習」者に堕ちていかなければ らなかったのである。
このM子
の変貌過程で注意すべきことは、
「僕」の狭屈な嫉妬と粘質狡猾
な詐術のもとでは「娼婦 的阪性を露呈しながらも、
「僕」の究
容な度飛と純一混和な愛 もと
では、
「家婦」的堅実さを十分に
発揮していたことである。
男性の「裔尚な」「詩
的な愛
」(6)が
「精神的な価債」（同）
よりも「肉体的 親密さ」（同）
によって左右される
ことを知り
ながら、
「男の清純さを信じているよう
なふり」（同）をし、
し
かも、
「実際にはまろき
り違うふうに振舞う」（同）女性の視惑
的炭性を捉えるrクロイツェル・ソナタ」のトル・ストイは、
この
炭性を「男性と対等の権利を奪われてきたため」
．（9）にとらざ
るを得ない自
己防廂的手段として整理していろが、
「僕」の対応
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姿勢によって変化するM
子の情念反射の様相を捉えるr石にひし
がれた雑草」の有島にも、
トルストイと同様に、
女性の生活姿勢
を決定づける外的要因
への認監志向が働いていたと見ることがで
きる。
問国は、このように女性の生活姿勢
を決定づける外的要因
に沼目しながらも、
r石にひしがれた雑草」の
有島はM子の盪惑
的閲性を生来
的な資質として設定しており、性の快楽を強要する
男性の生活感性とかその男性が優位を占める不平等な社会体制との因果関係を問い詰めるトルストイの うに、人閥生活の様々な悪と不幸を生み出す元凶 して 性的欲望を告発す 道を開いてはいない。
rクDイツェル・ソナタ』のトルストイが、人間
生活の様々な
悪と不幸を生み出す元凶とし
ての性的欲望を認盟化していろのに
対し、
r石にひしがれた雑草』の有品は、
「不思議に男の羨望と
嫉妬とを挑発すろ事に妙を得てゐろ」M子の 的娼婦 と、「M子の有すろ欠点なり、悪意 り、不貞採な
りがその
まヽに」
「
誘
惑」となる
「
僕」の「病的」さがとの交錯関係を凝視しながら、
・「僕 の内面に起伏する病隠的情動 あるがままの生命的実態とじて認益化し、
そし
て、その生命的実態に身を任せる人間の悲劇
的運命を見定めようとしていると言ってよかろう。
第四は人の心を無意識のうちにあろものと通じ合わせる花の香
りと音楽との照
応関係である。
「僕」はある日M子を蘭の鉢の並ぶ混室の中に誘
う
のである。
それはM
子の心を占拠している加藤の魅力的重さを、
M子の反射
的情勁の中に探り当てようとする企てによ
るものである。
M子が
全体の花の香り
の融け合う中から「
上等な菜巻きのやうな匂ひ」
のする
花の鉢を捜し
はじめる時、
「僕」の企図は成功す
るのであ
る。
「幾鉢も匂ひ
を嗅い」で、
「
どれも」「思ふやうな匂ひはし
ない」と言い出す時のM
子は、
加藷固有の魅力的存在感を感党的
に察知しながらも、
情念を満たす重い魅力的実体を探り当てるこ
とが
できず苛立っていろと見ることがで
きる。
M子の選んだ「上
等な菓巻き」に近い香りを放つ鉢を持ら、
M子の後を歩く「僕」
が、
「ひとりで
に鼻をかすめるその匂ひをか」ぎなが
ら、
「思は
ず」加藤の姿を思い浮かべる無意器の反射情動
は、
M子の心中に
認められる反
射情動と同一のものである。
rクロイツェル・ソナタ
J
のトルストイは、
「自分の真の状態
を忘れさせ」「実際には感じて ない
ことを感じ」（お）させた
り、「理解できないことを
理解」（同）させたりする音楽の劣悪
危険な力と、
「それまで知らなかった、まったく新しい情感や、
新しい可能
性」（同）
を開き、
「まさに
こうでなければいけない
んだ」（同）とい
う「新しい状限の自覚」（
同）
を甕す音楽の崇
高神秘な力をポズドヌイシェフに感知させ
ながら、
嫉妬心の痛苦
に陥れたり、
爽快な満足感に浸らせたりしているが、
r石にひし
がれた雑草
J
の有島は、
音楽と同一の不思議な感化力を持つ花の
香りの力 「僕」を反応させなが
ら、嫉妬心の痛苦と復讐衝動の
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中に立たせていろ。
しかし
「僕」は、
この場面においても、
ポズ
ドヌイシェフのように、
強固な自我を剥き出しながら憎悪と憤憑
をぶつけ合う直情的な争いを惹き起こすことはない。
反射的に起
ころ憎悪と憤應を
心底に欝屈させ、
自我の検証を嫉妬心の痛苦と
復讐衝動の中に屈折させる「僕」の生は、
自ら、
陰惨なものにな
っている。
ここに
は、すでに見てき
た有島の気質的特徴に加え、
·且7)告発すぺき他者の罪科をも己れ自身 黄任として受けとめ、
重い
罪意諜に苦しむ有島自g
の誠実な人圃的良心の屈折的投影を見出
すことができろ。
第五は淫乱な情動的生活の果てに陥
る、
嫉妬と憎悪と不安の苦
しみに濶ちた生活や、
情欲的生活の途絶が惹き起こすヒステリッ
クな混乱状隈の照応であろ。
「僕」が「手綱をゆろめた時」
に、
「女の浅慮と悪戯好きな欲
念」から「幾人もの英少年」を「弄ぶ」M子の放逸な生活は、「肉体関係をもった女に対すろ道義的関係から自己を解 」(3)して「放蕩」（同）に耽りながら
も、
その生活を「こう
でなければ
いけないんだ 「価は愛すぺき男だ」（同）と信じていた結婚前のポズドヌイシェフの生活と同質のものであろ。
また、
「自分た
らの醜い心」が 造り出す恐ろしい幻覚」に襲われながら、
「取
りとめ な 恨み
を結ぶ」M子の嫉妬と憎悪と不安の苦しみに滋
らた生活は、
放蕩な独g生活の後、
「公認」
(12)
された「探鴻」
（同）なハネムーンや、
「性欲」の昂滋と充足に伴う恋情と憎悪
を惰性的に繰り返す日常生活を重ねなが
ら、
妻の報復に会い、
嫉
妬と憎悪と不安の苦組地獄に陥っていくポズド
ヌイシェフの生活
と照応するものであろ。
そして、
「毎朝」「侵す頭痛」と「何ん
でもない事に涙ぐまれる取
とめのない悲哀」と「突然の激怒」
など 混乱するM子のヒステリック症状
は、
嫉妬と憎悉と不安の
苛立ちから発すろポズドヌイシェフの激怒を浴びて、
「泣いたり、
笑ったりして、
何一っ言うことができず、
全身を痙攣させろ
M戎
）
彼の索のヒステリック症状に直結する
ものであろ。
以上の比較から明らかな
ように、
r石にひ
しがれた雑互』の有
島は、
rクロイツェル・ソナタ」のトルストイのよ
うに、
人間生
活の様々な洒と不幸を生み出す
元凶としての性的欲望を認識化し
ようとしてい
ろのではなく、
面情的に決断を下
し得ない因循姑息
な気質、
一事に拘泥しつづけろ粘質な固執的性格、
振幅の大きい
感情的起伏
姐婦的魔性に引き寄せられていく反射的情動、
そし
て、
過剰な自己呵賓的意識など、
有島自身の内部に抱え持つ問題
的傾向を屈折 に拡大化
、そ
の悲劇性を見定めようとしていた
と言えよう。
「石」と「雑草」の象徴的意味
つ丸が付いて立ち上ろと四辺は夕万の光になつてゐた。僕は今朝の約束を思ひ出して帰る支度を
した。
見ると今まで朕かけて
3ー
了
ゐた切石の下からも雑なは這ひ出てゐた。
根は正しく石の下に
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あるのに、
藻掻き苦しんで伸び出た葉が、
いぢけながらも重い
石の戟を払いのけて、
光と雨との分け前にあ
りつかうとしてゐ
冶
る僕
は外の菜の事などは忘れてしまつ
て、
その草―つを石か
ら自由にし
てやらうと思った。
而して力まかせに
切石を動かし
⑮
ow 
て見た。
石は冷やかに、
動かうとはしなかった
「可哀さうに、
秋が来ると、
お前は逸早く萎んでしまふのだ
9
さう思ひな
がら
僕はその
雑草を見捨てヽ立ち上った。》（傍線引用者）
傍線部日の
． 「気が付いて立ち上る」前の「僕」の胸中を占めて
いた想念が、
「夕方の光にな
つて」いく
「四辺」の状況を忘失さ
せ
る
ほどの重みを持っていることは言うまでもな
い。
この想念を
どのように解釈するかに
よって、
傍線部⇔の「切石」及び傍線部
日の「雑草」の象徴的意味は決まってくるのである。
まず第一に注意しなければならないのは、
加藤と連れ立つM子
の不貞を目撃した「僕」の面槃であ
る。
rクロイツェル・ソナタ」
にも同様の状況設定が見ら
れ
る。
ポズドヌイシェフは、
「僕」と
、同様に、
旅行先で「全体の調子が不自然なものに思え」(24)る
妻らの手紙に接し、
急濾帰宅すろのである。
「一時近」(26)
い深夜、
トルハチェフスキーと二人きりで客間にいる要を眼にし
たポズドヌイシェフは、
嫉妬心の掻き立てる激情を抑える
こ
とが
できず、
短剣をもって二人を襲うことにな
るのであるが、
ポズド
ヌイシェフのこの激烈な憤怒の炸烈は起こるぺくして起こった反射的自然情動と言わなければならない。
r石にひし
がれた雑草」
の有島がrクロイツェル・ソナタ』の末尾に臨かれ
ているこの状
況設定を劇的展開部に位囮づけ、
しかも
、
反射的自然情動として
の激烈な憤怒の炸烈を「僕」に抑止させたのは、
「僕」の特異な
内的街動とそ 述命を見定め
なければなら
なかったためと考えら
れる。
憤怒の炸烈を胸中で抑える「僕」が、
宿での昼食、
洗頷、
若替えを自失 うらに終え、
いつのまにか
「傘もさヽずに田幼の
高台」を「歩いてゐ」るのは当然の成り行きである。
第二はこの自失状態にある「傑」の胸中で起伏する無意識の想
念に注意しなければならない。
有島はこの想念を描く前に、
まず
「ぞくぞくと
気持よさAうに葉先を天に向けて、
生き伸びてゐ」
58 
る「道傍」の「雨気を帯びた雑草」に「僕」を注目させ
て
いるが、
一
「何といふ思み深い自然
の姿だ」
という
「僕」の感動には重い意
―
味がある。
この感動をもって育々とした雑草を「一っ一っ綿密に」
眺める「僕」の胸中には、
自然的な生命面動に従って伸び伸びと
生きる健腹的な人間の姿
が思い浮かんでいたと見て
よかろう。
こ
の感動の直後、
M子の「奸
at
」と
自分自身
の
策略に思いをめぐら
す「僕」にとって
その「雑草」がM子や
自分自身の生の姿に重，
なり合うことはない。
• • • •
やがて、
「切石の上」
に腰を下ろし
た「
僕」は、
「どんよりと
動きもせぬ雨繋」 よう 暗く阻い心
で、
「情熱を飽くまで淡足
さしてくれ」る「盤惑的 なM子への愛を確認しながら、
「M子
の有する欠点なり、
悪意なり、
不貞操なりがそのまAに」「誘惑」
「石」は「僕」の「病的」さがや
M
子の姐婦的魔性の
象徴であり、
空に向かって伸びゆく宵々とした「碓草」は、
自然
的な生命衝動に従って伸び伸びと
生きている健設な本能的生の象
つまり、
となる自分の「病的」なさがを自党化するのであるが、
この時、
．．．．．
「そ
んな病的な感情です
ら持つ機
・「病的がどう
したといふのだ」
••••
•••
••••••••
会の与へられない
健かな人間が
憐れまれ
るばか
りだ」（傍点引用
者）という開き直りの姿勢から、
M
子の娼婦的腐性の賓す掛け替
えの
な
い充足感を噛みしめ
ろ「僕」
は、
M子の姐婦的魔性と自己
の「病的」さがの特異性を深く意識
してい
た
と見てよ
かろう。
第三は
M
子の姐婦的炭性と自己の「病
的」．さがを深く意謀
して
いた「僕」にとって、
「切石
の下」か
ら道い出
る「雑草」がどの
よう
な意味を持っていたかということである。傍線部四において、
「僕」が「外の
草の事などは忘れてし
ま」い、
ぞ3の
下」から「滋
誓苦しん
で伸び出た」「草―つを石
から自由にし
てやりうと思」
うのは、
そ
のなに「病的」なさがを持つ自分や姐婦的阪性を持つ
M
子の
生の姿が
重な
り合うからに外な
らない
。傍線部回の「石」
が「冷やかに、
動かうとはしな」い状隈は、
癒しよ？E3い「僕」
の「病的」なさがや
M
子の娼婦的魔性を象徴す
るものであり、傍
線部因において、
「石の下」から「痰掻き苦しんで伸び出た」草
に対し、・「可哀さ に」と秋の凋落に
同情を寄せる「僕」の思い
入れは、
M
子との愛が悲劇的
に終わる迎命を予感した感懐と見る
ことができる
。
むすび
徴であり、
そして、
「石にひしがれた雑定」は「病的」さがや姐
婦的魔性によ
って健康な本能的生を害して
いろ「僕」や
M子の生
の象徴に外ならない。
有島がrクロイツェル・ソナ
タ』のトルストイについて言及し
たのは、
明治四十一年五月二十八日の日記の中である。
この日記
文からは、
有島がrクロイツェル・ソナタ」をい
つ況んだのか、
明らか
にす
ることはできない
が、
rクロイツェル・ソナタ』への
攻索に対するトルストイの
反論姿勢とか「決然
たろ
事」のできな
い有烏の「微温」的生活姿勢 特徴、
あるいは、
有島の自己呵資の
深さなど
を窺うこ
とができる。
前年の明治四十年四月、
有品はアメリカ留学の生活とヨー
0
ッ
バ遊歴の旅を終えて帰国したが、
知国後、
見知らぬ女性
との結婚
を父に勧められた 島は、
「見も知らぬ女と結婚する
よりは
、
気
心の知れた河野信子と結婚したい
」と父に顆い出ながらも、
父の
強硬な反対を受けて、
決然たる事も出来
ない
ままに
諦めている。
そして、
信子の結婚式の報を受けて、
憂鬱と不眠に悩まされた有
島は、
明治四十一年四月十八日の日記の中で、
自己欺脱の生を内
省的
に整理していろ。
このように微因的生活姿勢をとりつづけて
いる自分自身の自己欺勘的
生を厳しく自省する有島にとって、『ク
ロイツェル・ソナタ』への酷評に対するトルストイの決然た
る反
-59-
論姿勢は、
畏敬すべきものとして有島の心底深くに残っ
たものと
考えられる。
.《僕は型者になるには余りに人間の欲情を持ち過ぎろし、
凡人
••••••
••••
••••
になるには余りに潔爵過ぎ
る。
僕の生命は原始的な純一さを持
．．．．．．．．．
たず
、
文明の病甜を受けて伺時でも二元に分解されてゐる。
•••
これが憤られ、
悲しまれる。
然し僕は恐れまい。
僕は自己の分
．． 解を徹底させる。》（迷路、
傍点引用者）
空に向かって伸びゆく青々
とし
た「雑草Ei
召訟迂陀
な純一さ」
を持った「生命」の象徴であり、
「石」は異常な作為や固執に
人
を陥れる「文明の病奇」を受けた病的生活梢動の象徴であると言い換えることもできよう。異常な作為と固執性を発揮すろM子の娼婦的魔性と「僕」の 病的 さがとの相乗作用によって増幅する二人の病的生活俯勁は、
自他の「純こな「原始的」生命を枯
渇させるも であり、
マ1
にひ
しがれた雑草』の有島は、
「僕」と
M子の内的病態 「分解を徹底 させ、
純一な本能的生の回復を
図ろ道を探り当てようとしていた 言える ではなかろうか。•(1) 
r「白墜派の文学』（昭和30.11、
講談社）
(2)r「石にひ
しがれた雑草」と「或る女」＇�主人公の精神
構造●主題1』(「日本近代文学」4、
昭和41.5)
・(3)r「カインの末裔」試論』（「文芸研究」刃
、
昭和42.11)
〈注〉
実践国文学（実践女子大学）就賣語文（就実女子大学）
第三十四号
第三十五号、
第三十六号
第九号、
第十号
第十六号
(4)r「石にひ
しがれた雑草」論」（安川定男・上杉省和絹
「作品論
有島武郎」〈昭和56.6、
双文社出版〉）
(5)11(1)
（6)11(1)
(7)
拙稿r「かんかん虫」（有島武郎）考』（「岡山県立短期
大学研究紀要」26、
昭和57
.7)で具体的に触れる。
〈付記〉r石にひ
しがれた
雑草」『リビングストン伝』四版序などの引
用文は、
新潮社版有島武郎全巣（全10巻）を用い、
rクロイツェ
ル・ソナタ」の引用文は、
原卓也訳rクロイツェル・ソナタ
阪」（新潮 庫）による。
（岡山大学教養部教授）
研究室受贈図書雑誌目録（五
）
語文論叢（千葉大学文学部国語国文学会）駒沢国 （駒沢大学）
第二十六号
佐賀 国文（佐賀大学）
第十六号
．
．
相揆国文（相揆女子大学）
第十六号
滋賀大国文（滋賀大学）
第二十七号
静大国文（静岡大学人 部国文談話会）
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